
                      　日本の労働事情に関する次の記述ア～オのうちには妥当なものが二つある。
それらはどれか。
ア．完全失業率（年平均）について見ると，２０１９ ～ ２０２２ 年の間で上昇し続けており，
２０２２ 年には５％を超えた。

イ．雇用形態別雇用者数について見ると，２０１９ ～ ２０２２ 年の間で，正規雇用労働者数は
減少し続けたが，非正規雇用労働者数は増加し続けた。

ウ．産業別雇用者数について前年と比べた増減を見ると，「宿泊業，飲食サービス業」
の雇用者数は，２０２１ 年には減少したが ２０２２ 年には増加に転じた。「情報通信業」の
雇用者数は，２０２１ 年，２０２２ 年ともに増加した。

エ．雇用環境が厳しい時期に就職活動を行った，いわゆる就職氷河期世代とは，おおむ
ね ２００５ 年から ２０１５ 年に学校卒業期を迎えた世代をいい，この世代の活躍促進に向
けた支援が進められている。

オ．トラック，バス，タクシーなどの自動車運転の業務は，働き方改革における時間外
労働の上限規制の適用猶予業務とされてきたが，２０２４ 年４月からは時間外労働の
上限規制が適用された。
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